
史跡斎宮跡 第 152次調査現地説明会資料
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2棟 の四面庇付建物 (北から)

平成 19年 11月 10日 (土)

斎 官 歴 史 博 物 館



1まじbに

史跡斎十f跡では昭和 45年 度に発材'調査を開始 して以 来、今年て37午 営にな

りますが、これまでの調査で史lhFの束浄Sで平安時代の都市計画 ともいえる碁盤 日

状の地割(「方格地割Jと 呼んでいます)が見つかっています。

この地割は幅約 12mほ どのlK向道路をはさんで、一辺約 120mの 方形の区

画を重ねたもので、方形の区画が束西で 七列、南北で四列 見つかっています。 こ

の 「方格地4TIJは京都の長岡京や平安京とよく似ていますが、斎宮の場合、一般

の庶民までが住むまちではなく、斎工の住む宮殿である 「内院Jと 、斎宮の官庁

街 (「官衛Jと もいいます)で あったと考えられています。中でも現在は竹神社の

境 内地 となっている区画 (「牛葉束区画Jと 呼んでいます)と 、その東側の区画

(「鍛冷||1西区画」 と呼んでいます)は 、区両内を大規模な4Fb立柱塀が大型の建

物を厳かにllBむ「内院Jに 相当する区画であることが発掘調査で確かめ られてい

ます。

今回の第 152次 調査は、その内院とみられている 「牛英束区にjJの す ぐ北lgl

にあたる 「柳 原 区画」を調査 しました。過去の調査では平安時代の大型掘立柱建

物がみつか ってお り、斎宮の官庁街の中でも重要な場所であ った可能性が想定 さ

れていました。現在約 2,300ポ の面積の遺横のJH3査が終 rし ています。

見つかった遺構

(奈良時代の古道)

第 152次 調査区の中で最も古いとみ られるのは、調査LXの高辺を通 る通称 「奈

良古道Jと 呼ばれる悟約 9mの 直線道路の北側の側満です。 この道路は斎宮歴史

博物館の高から、史跡の東端 まで約 2kmが 発掘調査で確認されてお り、昨年度

には史跡のさらに束の 」長遺跡でそのつづきが児つかり、 3km以 Lの 長さがあ

ることがわか りました。 この道路は古十くの大和 と伊勢を結ぶ国家的な幹線道路だ

ったと考えられます。そ してこの道路は奈良時代の終わ り頃 (8世 紀末)に 史lll

束部に斎宮が移 り、方格地督1か造 られると寸断されたかたちになって しまいます。

(平安時代の掘立柱建物)

方格地割が造 られたのちの追構は、まず調査匹のほは全jfで平女時代の掘 lr札

建物が見られます。見つか った柱穴は多 く、すべての建物の検討がすんではいま

せんが、これまでに31棟 を確認 しま した。建物の時期 も r`安 時代の前期 (9‖t

紀頃)か ら末期 (12担 f紀)の ものまであ り、この 常 か斎官の■庁街 として平

安時代を通 じて機能 していたことが分か りました。

今回の調査|メ:内で最もた 日されるのは、調査|くの 打十て見つか ったlrdヤil～ 3

う
と
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の3釈 の 「庇 付建物Jで す。この庇付建物というのは建物の中央の身台の外側に

庇がつく建物で、古代の建物でいう庇は身合のみの建物より広い空間を必要とす

る場合につけられ、中世から現代の建物のように縁側につくようなものではあり

ません。こうした庇付建物は一般に身合のみの建物より格が高いものとされるこ

とが多いようです。

特に堀立 1・ 2は 、3間 ヽ2i割の束西方向に長い身合に、束丙南北に l FBH分ず

つ庇が付く「四面庇Jの 建物、掘立3は 3問 X3問 の身合に東西南に庇の付く「=

面庇Jの 建物です (「問」は柱と柱の問を数える単位)。建物の時期は平安時代の

前期 (おおむね91性紀代)と みられ、掘立 1→ 2→ 3の 順で建てられています。

調査区南束のSB9007(※ )は 、一部が第 143次 調査で見つかっていま

す。今回南北で3間 、東西で4問 以 Lの東西に長い建物であることが判明しまし

たが、rt4から2問 分のところに間仕切 り状に2個 の柱穴が見つかっています。斎

官跡の掘立柱建物ではあまり例のない形で、これも平安時代前期のものと考えら

れます。

この他の建物はまだ調査 ・検討中であるため、詳細な時期の決定はできていま

せんが、庇付建物以外の平安時代前期の建物は調査必i南と東に多く、調査区の北

西には平安時代後期以降 (10世 紀後半～ 12世 紀)の 建物が多いようです。全

体に平安時代前期の建物の柱穴は、札を埋めるために加った穴 (「柱掘形Jと い

います)が 四Trlぃ形であったり、円形でも直径が40cmは あるものが多いので

すが、後期になると直径30cm以 下の円形のものが多くなり、小ぶりな建物が

多くなっていくようです。また、調奈区の文半を中心に5問 X2間 ないし3間 X

2間 の南北方向に長い建物が多いことも特徴です。

(区画内の薄)

調査区の南半分には、柳原区画の内部をさらに区画するためのものとみられる

平安時代前期頃の構が2本 見つかりました。束L/H方向のSD1386と 南北方向

のSD9046で す。この構は幅50～ 80cmほ どあり、いずれも柳原区両内

で途切れたり、llkの勾配が区画全体のfj水滞である区画道路側満に向かって傾い

ていないため、排水用よりは区闘内の細分のための役割をもった浦ではないかと

考えられます。今後、区両内の建物の時期を詳細に検討していくことで、こうし

た区画の細分の状況がさらに明らかになっていくと考えられます。

一
方、調査区の北西には幅30cm下 11度の細い構が多数見つかりました。平安

時代後期のもので、これらもあるいは区画の区分に関係するものかもしれません。

(土器が多量に出上した土坑)

調査区の南の L坑 (大きな穴)41・ 42か らは平安時代初期～前期の上器を
つど      た かつざ    し , くぜん          は  し  =

多主に出 liしました。大部分が杯 ・ml・高杯など食 膳 に使う片夕の 11庁F器で、鍋や
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甕などの貯蔵や煮炊きに使 うものが少量合まれます。須恵器は少ないのですが、

杯 ・高杯や章などの破片があります。上師器の杯には完全な形で出としたものも

あ りますが、柳原区画の南の 「内院J地 区で兄られ るような、まつ りや儀式で使

ったものをそのまま大量に廃案する通称 「上器溜 りJと呼んでいるものではなく、
一般の廃乗用の上坑ではなかったかと考えています。周辺の掘立柱建物で働 く役

人などが捨てたので しよう。

調査区の北にも平安時代前期や後期の上坑があります。■坑 36か らは 111性

紀頃の比較的多量の上器片が出としていますが、他の上坑からはあまりEL器片の

出上がありません。木や紙、布などでできた上中で唆 らないものが捨てられたの

で しょうか。

(その他の遺構)

調査区の高半で井戸が 1つ 見つかっています。直径が 2m程 度 と小型のもの

です。現在底まで調査 していませんので、時期は明らかではありませんが、上部

の上から平安時代前期の上器片が出上 しています。

この他、 4箇 所ほど、直径 30cm程 度の小さな穴に完全な形や大型の破片の

上器を意図的に埋めたと見られるものが見つかっています。平安時代前畑のもの

と後期のものがあります。 このあたりの途成や建築にあたって地鎮などのおまつ

りをした跡ではないかと考えられます。

出上 した遺物

第 152次 調査で出上 した遺物は、現在のところ博物館で壁理 ・収納するため

の整理箱で約 170箱 分ありますが、方格地割内部での他の調査例からみると決

して多くはありません。これは現在の地表両から遺構を確認した地層までの間が

とても浅かったことにもよるかもしれません。

出七遺物の大部分は、先に述べた土坑からのもので、土師器 ・須恵器の他、灰

釉陶器などの日常的に使用されるものがほとんどです。一方、緑 lll陶器は少なく、

硯 類やまつりに関わるとみられる遺物は今のところ全く見つかっていません。こ

うした出土遺物の章の割合は、この柳原区画の性格を考えていくうえでヒントと

なっていくかもしれません。

今回の発掘で出上が期待された遺物に、文字を伴った資料がありますが、これ

も現在のところ墨喜土器が2点 見つかっているにすぎません。 1点 は士師器杯の

底に 「浄Jか とみられる文字が、 1点 には陶器の腕の側面にひらがなとみられる

文字が書かれています。
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今回の発掘のまとめ

第 152次 調合は、平安時代の斎宮の構造をつくっていた方格地割のほぼ中心

部を調査 し、多数の掘立柱建物を見つけました。方杵地割の中でも東部の区画で

は平安時代前期の終わりごろを境に急速に建物がみられなくなることがこれまで

の発掘調査で分かっていますが、今回前査 した柳原区画では平安時代を通 して、

斎宮の中での役割を保ち続けたことが明らかとなりました。

その中でも、一般的な掘立柱建物より格が高いといわれる庇付建物が複数発児

されまt′たが、特に二面以上の庇付建物は、これまでの方格地割内の発掘調査で

も4棟 しか見つかっておらず、貴重な発見であったと言えます。そ して、柳原区

画の中でも、これらは区画のほぼ中心付近に計lT的に立てられていたと考えられ

ます6第 20次 調査で児つかっている大型の■面庇付建物 SB1080な どとあ

わせ、柳原区画が斎宮の中でもいわば高級官庁街であったと言えるのではないで

しょうか。

斎宮歴史博物館では、第 152次 調査に引き続き、今年度は今回の調査区の南

で第 153次 調査を、また来年度も周辺の発掘調査を進める予定で、lrp原区画の

様子が次第に明らかになっていくでしょう。

※ 斎 官7vfの発掘調査で見つかった遺構は 1万個近 く

遺構の種類の略記号と通 し番号をつけています。

ります。

SB 掘 立柱建物   SD t t    S E

S K  土 坑 (大きな穴)

あるため、これらを区別 し整型するため、

遺構の略 サには主に次のようなものがあ

井戸   SH 竪 火住居
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